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１学期も折り返しを過ぎました。信明中学校では中体連の大会を迎え、

活気ある日々が続いています。前庭では、皐月が鮮やかに咲きそろいま
さ つ き

した。文字通り、旧暦皐月（＝新暦６月）に映える紅紫色の花は、生徒
さ つ き

一人一人の燃える心を表わしているかのようです。

◆全校より(5/22～6/20)

５月２３日（火） １年:小中連絡会／検尿二次 ６月 ５ 日（月） 全校公開授業（１年３組:音楽）

５月２４日（水） ３年:第１回復習テスト ６月 ７ 日（水） 音楽集会

５月２９日（月） 教育実習（～６/１６） ６月１０日（土） 中信大会（バスケ・サッカー・ソフトテニス・卓球）

５月３０日（火） ３年:内科検診 ６月１１日（日） 〃 （卓球・ソフトテニス）

５月３１日（水） 校長講話（人権学習） ６月１５日（木） 全校歯科検診

人権学習強調月間（～６/３０） ６月１７日（土） 中信大会（バスケ・サッカー・ソフトテニス・野球・ﾊﾞﾚｰ）

６月 １ 日（木） 花岡みゆき先生紹介式 ６月１８日（日） 〃 （野球）

運動部壮行会 ６月２０日（火） １年:内科検診

６月 ３ 日（土） 中信大会（陸上）

６月 ４ 日（日） 〃 （卓球）

５月２３日（火）、１年生の小中連絡会がありました。入学し

て２ヶ月、中学生として元気に活動している姿を、小学６年

時の担任の先生方に参観していただきました。参観後の連絡

会では、小学校の先生方から「元気に授業に取り組めている

ようで安心した」「中学校の３年間はあっという間。学習や

部活など、悔いのない学校生活を送ってほしい」といった声

が寄せられました。１年生にとっての学びの過程は、始まっ

たばかりです。これからのさらなる成長に期待が膨らみます。
ふく

５月２９日（月）、３名の信明中卒業生を迎え、３週間にわた

る教育実習が始まりました。中村先生は３年２組に所属し

理科を、上條先生は２年３組に所属し保健体育を、山崎先生

は１年１組に所属し社会を、それぞれ担当しました。３名の

実習生の初々しい授業に全力で応え、熱心に追究する生徒の皆さんの姿が印

象的でした。３名の先輩が教師となり、教壇に立つ日が楽しみです。また、

６月１日（木）には新しい先生として、花岡先生をお迎えしました。３学年に

所属していただき、おもに英語でお世話になります。

６月１日（木）、運動部壮行会が開かれました。今年は、応援歌〝いまぞ

燃ゆ〟が復活し、４年ぶりに完全な形で実施することができました。吹奏楽部が演奏する〝ウィ

ーアー！〟の曲にのり、ユニフォーム姿で堂々と入場した選手の皆さんと、それを全力で応援し

ようとする全校の皆さんが対面し、一体感あふれる素敵な空間をつくりだすことができました。

部長一人一人からは「全員が自己ベストを出せるよう、一人一人が全力を尽くすだけでなく、応
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援の力で仲間を支えたい」「３年間積み上

げてきた練習の成果を出し切れるよう、最

後まで仲間を信じて戦いたい」「３年間の

取り組みを支えてくれた顧問の先生、お家

の方への感謝を忘れず、自分たちのすべて

を出し切りたい」など、力強い発表があり

ました。また、文化部部長や校長先生から

は激励として「懸命に練習に取り組む皆さ

んの姿を見てきました。皆さんなら大丈夫。

自分や仲間を信じて、全力で戦ってきてく

ださい」「最後まで諦めずに戦うことが、

勝敗以上に皆さんにとっての大切な宝物に

なると思います。悔いのない試合をしてき

てください」といった言葉がありました。

最後に、体育応援委員長のコールにあわせ、

体育館中に響き渡る〝フレーフレー信明〟

や〝今ぞ燃ゆ〟で、選手の健闘を後押しし

ました。６月３日（土）・４日（日）、全校の皆さんからの応援を背

に、先陣をきって中信大会に臨んだのは陸上部と卓球部の皆さんでした。全力で走ったり、打

ちぬいたりする姿は、激励の言葉にあった「悔いのない試合」を、見事にフィールド、トラック、

そしてアリーナで実現していました。１０日（土）・１１日（日）には、加えて男女バスケットボール部、

男女ソフトテニス部、サッカー部の皆さんが、１７日（土）・１８日（日）は、さらに野球部、バレー（委

任）の皆さんが、すべてを出し尽くして戦ってきました。そして今週末の２４日（土）・２５日（日）は、

水泳（社体）、バドミントン（社体）の皆さん、７月には体操（社体）の皆さんも、大会に臨みま

す。信明中学校の熱い夏は、もうしばらく続きます。ファイト信明！ ガッツ信明！

６月に入り、信明中学校は人権学習強調月間を迎えました。人権学習の

始まりにあたり、校長先生にお話をしていただきました。

６月の人権学習

強調月間を通し、

たくさんの いい

ねとありがとう

に溢れ、素直で誠
あふ

意ある ごめんな

さい が当たり前

に聞こえる、そん

な信明中学校にし

ていきましょう。

空手に取り組んでいる皆さんが、信明中学校として出場した〝長野県中学生空手

道選手権大会〟の男子団体組手と形で、Ｗ優勝をなしとげる快挙がありました。社

会体育も熱いです！全国大会は８月、東京武道館で行われます。

今日は「〝いいあご〟を使いましょう」というお話をします。
最初に… いじめには「加害者」と「被害者」がいます。このほかに、周りで面白

がってあおる「観衆」、見て見ぬふりをする「傍観者」がいます。「観衆」はもちろ
ん、「傍観者」も「加害者」グループに入ることを、忘れてはいけません。
次に… 全国学力・学習状況調査の結果からです。８割以上の中学３年生が

「いじめはどんな理由があってもいけないこと」と答えています。また、97％が「い
じめはいけないこと」と答えています。それでも、いじめがなくならないのはなぜで
しょうか。そこを考えていくことが、この人権学習強調月間のねらいでもあります。
最後に… 一人一人が個性をもち、ちがっていて当然の仲間が集団として生活

していくときに、有効な言葉を紹介します。それは、「いいね」「ありがとう」「ごめん
なさい」の３つの言葉です。「いいね」は、相手の考えやとった行動を認める言葉
です。「ありがとう」は、相手がとってくれた行動に感謝の気持ちを伝える言葉で
す。「ごめんなさい」は、自分が相手にとった行動に対して、謝罪の気持ちを伝える
言葉です。「〝いいあご〟を使いましょう」の意味、分かりましたね。


